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闇市百年公園内の松枯れについて
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1，はじめに

岐阜県博物館が所在する百年公園は、100haのいわゆ

る「里山」を公園化したものである。今からおよそ30年

前の昭和51年（1976）に置県百周年を記念して開園された。

博物館の建物を一歩出れば里山が広がっており、この博

物館の特色の一つとなっている。公園として長期的に保

全された自然は、森林の長期的な変動を調べていくのに

絶好なフィールドである。

公園内の森林の大部分は、アカマツ・コナラを主とす

る二次林である。アカマツは、近辺の山と同じように松

枯れがあちこちに目立つ。しかし一方で、元気に生育し

ているアカマツも見られる。

この松枯れは、アカマツに寄生するマツノザイセンチュ

ウによって引き起こされる。この線虫はマツノマダラカ

ミキリの体内に入り込んで移動して、次々と松枯れを引

き起こしていることがわかっている（二井2003）。

岐阜の平野部で松枯れの被害が拡大して社会問題となっ

たのは、今からおよそ20年ほど前である。当時、アカマ

ツが全滅してもおかしくないほどの勢いで松枯れが進行

していたが、現在でも元気なアカマツも少なくない。

岐阜の平野部では、どのアカマツもマツノザイセンチュ

ウにいつ感染してもおかしくない状況と言えるくらい、

松枯れが蔓延している。しかし、アカマツが全滅してい

る場所がある一方で、元気に生育している場所があると

いうことは、松枯れの要因がマツノザイセンチュウ以外

にもあるのではないかと思われる。

こうしたことから、松枯れの要因を明らかにすること

と、百年公園内の森林の現在の様相を記録することを目

的として、百年公園におけるアカマツの松枯れについて

の調査を行なった。

本報告では、大きく2つの調査を行なった。ひとつは

アカマツと松枯れの状況の分布である。もう一つは、松

枯れの分布の状況から、状況の異なる4カ所を選んで調

査区を設定し、より詳細な松枯れの状況と要因として考

えられる環境のちがいについて調査を行なった。
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図1　博物館正面の山の松枯れ

2，アカマツの分布と松枯れの状況

1）方　法

公園内を踏査し、アカマツの分布を調べた。そのうち、

枯れたものと、葉が茶色くなったり、枝が矯小化して樹

勢が衰えているきているものを分けて記録した。枯れた

マツについては、近年立ち枯れたと思われるものを記録

し、古くて腐敗が進んだものや、古い切株は除外した。

調査は、2004年の5月下旬～7月上旬に行なった。また、

公園内で見られるスギ・ヒノキの人工林やツブラジイを

主とする照葉樹林の分布も記録した。

2）結　果

アカマツの分布と松枯れの状態の様子、人工林と照葉

樹の分布を図2に示した。アカマツの位置は基本的に1

本1本すべて地図に点で記入するようにした。しかし密

集している場所では、すべてを地図に記録することは不

可能であるので、点を間引いた形で記録した。アカマツ

の分布は、尾根部に多く分布し、谷にはほとんど無いこ

とがわかる。

人工林は、百年公園の東側に多い。谷筋にはスギが、

それ以外はヒノキが植林されている。

照葉樹林は、ツブラジイを主としており、博物館の北

側の急傾斜の斜面と、北東端にある秋葉神社と七社神社
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図2　百年公園の植生とアカマツの松枯れの分布
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関市百年公園内の松枯れについて

の社寺林の計3カ所にいずれも小面積ながら分布してい

る。

それ以外の森林は、アカマツ・コナラを主とした二次

林（里山）である。主な樹種は他にクリ・リョウブ・コシ

アブラ・タカノツメ・アオハダ・アラカシ・コバノミツ

バツツジ・モチツツジ等である。

アカマツの松枯れの様子を調べると、松枯れがひどい

箇所と、ほとんど枯れていない箇所があった。また、両

者の景観も異なることがわかった。

まず、松枯れが進行しているのは、公園の北西部であ

る。ここは、博物館の西側に当たり、木が生い茂って倒

木が多く、林の中も暗い。（図3）

それに対して公園の南側は、枯れていないマツが多い。

特に公園の南端の尾根は、樹木が伐採された跡でアカマ

ツの幼樹がたくさん生えている。（図4）

その他でも、松枯れの多い場所、少ない場所が見られ
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図3　松枯れの激しい林内（A区）
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図5　松枯れが進行している尾根（B区）
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た。特に公園のほぼ中央の給水塔から北へ向かう尾根と、

そのすぐ西隣の休憩所から北へ延びる尾根は、前者が枯

れたマツが多く、後者は枯れていないマツが多かった。

両者の違いは、前者は尾根に人が一人通れるくらいの山

道の跡があるだけに対して（図5）、後者の方は幅約3

mの広い遊歩道が設置されていること（図6）である。

公園全体を見ても遊歩道の設置してある尾根は、松枯れ

があまり見られないのに対して遊歩道がない尾根では松

枯れが進行している傾向が見られた。

そこで、松枯れが最も進行している箇所（図3）をA

区、松枯れが進行している遊歩道のない尾根（図5）を

B区、あまり進行していない遊歩道のある尾根（図6）

をC区、アカマツの生育の良好な伐採跡（図4）をD区

と調査区を設定し、松枯れの状況と環境について調査を

行なった。（図7）
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3。各調査区の松枯れと環境の状況

1）方　法

・アカマツの大きさと松枯れの状態

各調査区で、尾根に30mのロープを張り、そのロープ

より両側それぞれ5m以内にあるアカマツの胸高直径と、

松枯れの有無を記録した。ただし、C区は遊歩道の管理

上、枯れたアカマツはすぐ伐採されてしまうので、枯れ

たマツについては根元の直径を計測した。また、D区も

人の背丈以下の個体が多いので、すべて根元の直径を計

測した。

・土壌・環境調査

環境要因の一つとして考えられる、土壌の状態につい

ても調査した。調査区内の屋根上の5カ所で、土壌の状

態を観察し、落葉層と腐食と黒褐色土壌の厚さを計測し

た。

他に林内の明るさ、樹木の密集度を観察した。

・アカマツの直径と、樹齢の計測

百年公園内で伐採されたアカマツの根株について、直

径と年輪による樹齢を計測した。また、直径5cm以下の

個体については、D区の陽樹から枝分かれの回数で樹齢

を推定したものも含めた。

2）結　果

・アカマツの大きさと松枯れの状態

図8に、各区のアカマツの直径ごとの個体数と枯死の

状況を示した。調査区内の枯死したマツの割合は、A区

が71％、B区が70％、C区が32％、D区が0％であった。

樹径ごとの個体数では、A区は、樹径の大きいマツだ

けがあり、径の小さい若い個体がない。4つの調査区の

中では一番老齢な個体構成となっている。B区とC区は、

樹径別の個体分布の形がよく似ており、5－15cmのマ

ツが多い。D区は10cm以下のマツが100個体以上あり、

若い個体が一斉に発芽した状態であった。

・土壌・環境調査

計測した落葉層と腐食と黒褐色土壌層の厚さと、その

平均と標準偏差を表1に示した。どの調査区も層の厚さ

は、計測した地点によってばらつきがあるが、平均で見

るとA区が最も厚く、B区、C区、D区の順に薄くなっ

た。B区とC区は、B区に遊歩道があるため、落葉層も

腐食と黒褐色土壌層もOcmになる場所があるので、平均

ではC区の方が薄い値であるが、松が生えている場所で

比べると、両者にほとんど違いはない。D区は、伐採後

／÷′∴ 
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図8　各区のアカマツの直径別個体数と枯死の状況

に土壌が流出しており、落葉層、黒色土壌ともにわずか

しかない。

森林内の明るさは、照度は測定していないが、観察か

らDが最も明るく、D＞C＞B＞Aの順であった。樹木

の密集度は、Aが最も密集しており、A＞B＞C＞Dの

順であった。

・アカマツの直径と、樹齢の計測

図10にアカマツの切り株から求めた直径と樹齢の関係

を示した。
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表1各区の土壌の厚さ（cm）

落葉層　腐植土層　　　落葉層　腐植土層

3．5　　　　　9．5

5．0　　　　　3．0

6．5　　　　　7．0

8．0　　　15．0＊

7．0　　　　13．0

6．0±1．8　　9．5±4．8

3．0　　　　1．0

0　　　　　　0

4．0　　　　　4．0

5．0　　　　　5．0

0　　　　　　0

2．4±2．3　　2．0±2．3

6．0　　　　　5．0

5．0　　　　　3．0

4．0　　　　　5．0

5．0　　　　　5．0

2．0　　　　　5．0

4．4±1．5　　2．0±2．3

0．5　　　　　　0＊

0　　　　　　0

0　　　　　　0

3．0　　　　1．0

1．0　　　　　3．0

0．9±1．2　　0．8±1．3

＊は図9の写真の調査点の測定結果を表す。

、i〇 ・；く● 冴： ��8�������V佗��ｲ��h�8���h�R��H�H�H�H-ﾈ�h�XｴR�∴ヽ： ：∴－：′・ 懲畿鴬 ����"��x�x･ﾘ�鵜�����H�����h�����＼ヽ 　紫．‘： ��窺h������.(�����ﾉﾂ���∴奪、∴：〕ヾ∴ 　∴姦 ��h�"��h�8���H�h������X�����＼i∴： 劍�"��h-ﾂ��gH�R� ��X�H�X���X����X�ｨ�X�X6ﾘ�b�ﾄ�ﾂ�：＼∴ ��h�h+2�,i%ﾂ�◆ ● 縫 ） 言 ・｝ 

議綴・闘露盤畷薫 撼離欝擬…i綴懸醸灘“綴 劔霧揃畿：；諒 ��������h�������m�����X�ﾈ�h�R���I����>X�X�H�x活vｲ�ｴX�i��Ymﾘ�x�h�h5b��X�HｴR�凵F愁努；． 璽欝諾；・ 佇��2� 佻b�ン、・，” ‘ノ：・‘ �� ��X�X�H���ｵﾙ���v��緩 ：“：∴′ 凵� 鰯 撃 ． 

・・・撥 劔�ｲ�閇wR��h�b�磐 一薬 �*ﾘﾋ��乂�� 做價ﾒ�士・・今 i＼∴∴ ��；馬 蕊 ◆ 

綴・譲i．、，　一・、：綴，撥撥 劔劍耳�ｷF���ｺ9x��H�X�hｮﾘ�x�X�b�

擬駿・“・、i‘黒i‘：艦 騒・…懸撥 劔tt ・‘を ��凵D．′∴．｝： ：i：・ゝ：・； 騒 劔劔��

∴ �� ����を．・：・． 劔��X���X�"��h�X�ﾈ���h�R��Hx��8���H�ﾈ�h皦蜥���������I)Y-H�h�H�H�N､r�樂�Jﾈ�X�Y^ｲ�劔��◆ ∴； ����h�"�$H�b�
i‘‘緑、 　　　‘キ： 薫磯綴： 剪�劔劔劔 ��錬＝：“ 

：i．・′・．：淡ノ：．滋潔 　・iノ 剪�劔劔劔��霧 ��裁 

：、．ノ‘′ 冖h���Hﾉﾈ�X�R���(�X���R�誇 i 錐‘． ��X�H�X�H�X�ｨ�H6r����X�X�H�h�99�>����X���倪�佗ｸ6ﾒ�菱�X�H�ﾎ<��讃騒”懸餓 劔��劔 侏����懸 仂��zb� 處��

緩 ����8�X�h+H���b��iY8�h�h�Ie��X�f����X�X�X旗�b�5h�b�剪� � 劍*ﾒ�俯ﾒ��ﾈ�C�vH����X�h6ﾖ��ﾂ�� �� ����

．翳：懸謙譲翠 　．：∴＼∴－＼∴∴二子 劔��仞ﾇH��ﾙｹ>X�r�凵E：・′・ ��ヽ・∴・こ 劍������� �� �� 
・’緩撥 ��Y)X�引8�����刹c 　　会 �� 剪� ����H�f��塞i●： 

◆i “禁 ��● ∴ざ：∴∴ X．t・．・．． 刪�G．‥ ・i・－′譲．： 償：・三：． ��I��X�ﾈ�r��ﾈ�ﾈ�H�ﾈ�ﾈ�ﾂ�j㌦‘i ・，′∴ ��X�h�X�X�X�"��8�x�h�h�h�X�h�R� �-8���ｦ侏�������h�(耳耳�����；∴：守 ��ﾉK�*ｲ� ��� ��．ヾ十 〇′∴∴ ��蜜ｴR�

：膏；‥；ふ や∴ ：軍 務※・笠： ヽシ：・ ．滞 ��ﾈ�ﾈ�F��顏來��H�伊ﾂ�;ﾉL���H�X�X���＊二＿－‾ i．．渡 �� ��ﾈ�R�：ヽ 佩ﾈ�r����(���俐��ﾈ���h��������x�X槲巉ﾄX�x�x�x�b�蹴・霊牽鴎‥擁立卜胱－；・；・ 態 、、．・．・撥・ 謹懇i“・・・‥－14 ：：漱．〟．、擬‥：；；綬”・わ く・：・、 言、∴；・、： 鰊 ・難．：■： ��H-ﾉW��ｶﾈ�X���8���＝誓 �� 冽xｦﾈ�x�y|霪����h揩��H�X�hｴXｶ9}�4ﾒ��溢y�������X�x�ﾈ,��ﾈ�R��9-H�8ﾉﾈﾚr��X�H�WB�磯鶏綴 ．：・・・・接申 す； 姿※翳‘；諒 ��悦ﾙ9��h�h�h韓ﾕ�?��iwy|���h�����R��H�R�侏頽��x�r�ｹﾘ�h�ﾂ������h�i�ｨ�������h���子：・rl 灘 ��������{ﾒ�槲､xｴY�ﾘ�x�y����ｴR�

慾溺鶉 

※畿 亦�シ暮． 凵D套 　　　ノン 

●・人魚． �� 

演ヽ誓：「二：二塁．重 劍�(�X�h�R���ｸ�yIﾙ-H�X�r�5h�X6ﾘ�X��-HｧHｶ8���X5h�X�X�X�Xﾇ�yiJﾂ�劔劍�8ﾄh�V���h�"����ｧｨ�X�R�劍ｶ9dHﾉﾉ�ｸｼ�ｵｸ鯤肘�Hﾇ�kh鯔>Y}��-H�H�I-H�8�(�h�X�ﾈ�ﾈ�X�X�h�ﾈ�ﾈ5b��X�h���H�H�X�ｨ�B����H�X�h�"�>ｸｵｹ�I�ｸ�h�Xﾉﾈﾇ��R��H耳ｽﾘ�ﾂ������X�B���}(�X�b�

図9　調査区の土壌の状態（上A区、下D区）

直径が10－20cmのマツで樹齢がだいたい25－45年の範

囲になっている。直径30cm以上のマツでは、樹齢の幅が

30年ほどあり、同じ直径のマツでも樹齢にかなり幅があ

ることがわかる。
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数
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図10　アカマツの切り株から計測した直径と樹齢

4，考　察

百年公園内のアカマツの分布と、松枯れの状況の調査

結果から、松枯れが進行している場所、進行していない

場所があることが明らかになった。また、それらの場所

の環境がそれぞれ異なっており、この環境の違いが松枯

れの要因の一つと考えられる。

4つの調査区を設定して要因と考えられる環境要素に

っいて調査した。設定した調査区は松枯れが進行してい

る順に、A＞B＞C＞Dとなる。黒色土壌の厚さでは厚

い方から、A＞B＞C＞Dの順になる。林内の明るさで

は、暗い方からA＞B＞C＞Dの順に、植物の密集度で

もA＞B＞C＞Dの順となり、どれも松枯れの進行度と

一致する。

また、このような森林の環境に変化が生じた原因は、

森林の伐採や下草刈り、放置など、人の手によって生じ

たのは明らかである。これを人為度と呼ぶことにすると、

最も人手が入っ剤犬態、つまり人為度が高いのはD区で

ある。放置されだ状態で人為度が低いのはAで、これも

人為度の低い順にA＞B＞C＞Dの順となる。これらを

まとめると表2のようになる。

アカマツは、明るい場所を好む陽樹で、樹木の伐採さ

れた場所や裸地にいち早く進入し生育するパイオニア植

物である。やせた土地でもマツタケと共生して菌根を形

成して生育する。したがって、D区のような伐採地では、

陽樹が大量に生育する。しかし、そのまま林が放置され

ると他の植物が土壌の肥沃化などによって進入してきて、

林内が暗くなり、種間競争が生ずるなど、マツに様々な

ストレスがかかってくる。そうして、マツノザイセンチュ

ウの進入を許すというように松枯れは進行しているもの

と考えられる。

こうした松枯れを防ぐには、マツノザイセンチュウ対

策の他に下草刈りなど人間の手による森林の管理が必要

である。百年公園内の森林は、管理されていて、アカマ

ッの生育しやすい条件が整えられている場所が多くある

ために、近辺の山と比べて松枯れはあまり進行していな

いと思われる。

百年公園内では、尾根の頂上付近で直径が10－20cmの

アカマツが密集して枯れているのが目立ち（図1）、独

特の景観をつくっている。これらのマツは直径が10－20

。mであることから、樹齢は30年前後と考えられる。D区

のように、伐採跡地に一斉に出てきたマツがその後放置

されて枯れた可能性が高い。ちょうど30年前は、この公

園の開園のための整備事業をしていた時期に当たる（岐

阜県公園緑地協会1997）。したがって、開園整備のため

に伐採された場所に生育したマツが、枯れてこのような

景観をつくっている可能性が高い。

表2　松枯れの進行度と環境要因

松枯れ　土壌　明るさ　密集度　人為度

大　厚い　　暗い　　密　　　低

小　　薄い　明るい　　疎　　　高

A

B

C

D

このように、公園内の森林の様相は年とともに変化し

ている。こうした変化を継続して観察し、博物館で生き

た展示として活用を図りたい。

本報告にあたり、岐阜大学教育学部の高橋弘教授や、

岐阜県植物研究会会員の高野裕行氏から有益な助言をい

ただいた。記して感謝の意を表する。
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